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 当院の看護方式は固定チームナーシング+ペアリング体制です。患者さん中心の継続看護

を提供するための看護方式です。チーム全体で患者さんや職員をフォローします。チーム内

で情報共有して、チームで看護を行うことでケアの質を維持しています。 

 このチームの中にいくつかの小集団をつくり活動をします。チーム目標の達成や課題解決

に向けた活動で 1 年間継続しています。 

 今回、小集団活動の最終成果発表会を開催しました。各部署１つの成果を発表し、頻度の

高い看護問題に取り組む過程で多くの気づきや成果がありました。 

この活動を通じて①患者さんにより一層責任をもった看護実践ができ、②個々の職員のや

りがいにつながり、③職員の育成に成果が得られると再認識しました。 

 さあ、明日からも患者さんのため、病院職員のために頑張ります。 

発言中の渡辺友規看護

固定チームナーシング推進者の皆様 

発表会の企画運営 お疲れ様でした 


